
❶ 民事司法
 民法制定、民事訴訟実務改善
 調停制度導入

❷ 刑事司法
 刑事訴訟実務改善、
 少年司法制度改善

❸ 知的財産権法
	 知財法制定、知財紛争処理制度構築

❹ 競争法
	 競争法改正、競争当局能力強化

❺ 法案起草能力強化
	 法令整合性確保など

（2019年度の活動に基づく分類）おもな協力分野と活動例

2004年度支援開始
● 公正競争環境促進フェーズ２
（2019年度～）

モンゴル❹

1996年度支援開始
● 2020年を目標とする法・司法改
革支援（2015年度～）
● 改正競争法に基づく競争政策
施行能力強化（2019年度～）

ベトナム❶ ❹❷ ❺

2006年度支援開始
● ビジネス環境改善のための知的財産権
保護・法的整合性向上（2015年度～）
● 公正な競争のための事業競争監視委員
会能力強化（2015～2019年度）

インドネシア❸ ❺❹

2009年度支援開始
● 法整備支援アドバイザー
（2015～2019年度）

ネパール❶

2017年度支援開始
● 下級裁判所能力強化（国別研修）
（2017～2019年度）

バングラデシュ❶

2019年度支援開始
● 移行期の正義における司法能力強
化（国別研修）（2019年度～）

スリランカ❷

2013年度支援開始
● 法・司法制度整備支援
（2018年度～）

ミャンマー❶ ❸❷ ❺

〈コートジボワール等〉
2013年度支援開始
● 仏語圏アフリカ刑事司法研修
（2019年度～） p.10～11

❷

2004年度支援開始
● 市場経済の健全な発展と民生の保障の
ための法制度整備（2014年度～）

中国❶❸

2003年度支援開始
● 競争庁能力強化（国別研修）
（2017～2019年度）
● 少年保護関連職員能力向上プロジェクト
フォローアップ協力（2019年度）

ケニア❷❹

基本的人権の実現
一人ひとりが輝ける世界

特集

は当該国における法整備支援案件
（小規模セミナー等は除く）の開始年度。

1998年度支援開始
● 民法・民事訴訟法運用改善
（2017年度～）

カンボジア❶

1998年度支援開始
● 法の支配発展促進（2018年度～）

ラオス❶❷

ラオス外務省職員
神戸大学大学院国際協力研究科
スッチャイ・ワンナシンさん

人材を育てて
母国の発展に寄与する
人材育成奨学計画（JDS）＊

第14回国連犯罪防止刑事司法会議
 （京都コングレス）開催！  
2020年4月20日（月）～27日（月）

「日本に来る前はJICAが実施したラオス民
法起草支援のメンバーでした。日本の支援
はラオスの発展につながるとても重要なも
のです。この関わりを通じ、これからも両国の
良好な協力関係が続くことを願っています」

　JICAが1999年度から取り組む事業の一つに
「人材育成奨学計画（JDS）」がある。これは
途上国で将来リーダーとなることが期待される
若手行政官などを日本の大学院に受け入れ、
帰国後に母国の発展や、日本との友好関係
の促進に貢献してもらうことを目的としている。
　法・司法分野の研究を行う留学生も多く、現
在、神戸大学大学院で研究を続けるラオス外
務省のスッチャイ・ワンナシンさんもそのひとり
だ。「日本の高い教育水準のなかで、研究発
表や裁判所の見学など多様な学習機会を得
ることができ非常に満足しています。ここで得
た経験と知識は、必ずやラオスの発展に生かさ
れると信じています」と話す。

　1955年から5年ごとに開催されているコングレス。
コングレスとは犯罪防止・刑事司法分野における国
連最大の国際会議のことで、今年は日本で、1970
年以来50年ぶり、2度目の開催が決まっている。
「今回は2015年に“持続可能な開発のための2030
アジェンダ”、すなわちSDGs（持続可能な開発目標）
が採択されて以来初のコングレスとなります。京都

コングレスでは、“2030アジェンダの達成に向けた犯
罪防止、刑事司法及び法の支配の推進”という全
体テーマのもと、世界各国が取り組むべき刑事司法
分野での方策を政治宣言として採択します」と話す
のは法務省の柴田紀子さん。こうした国際的な取り
組みや日本政府としての協力は、JICAの法整備支
援が成果を上げるのにも貢献している。

日本の経験を
母国で生かす

前回は2015年にカタールのドーハで開催され、149か国
から約4,000人が参加。今回は国立京都国際会館が会
場で、過去最大の参加国・参加者数が見込まれる。

法務省大臣官房国際課長
柴田紀子さん
京都コングレスの開催準備を統
括。2006～08年はJICA専門家とし
てカンボジアで法律関係者の人
材育成を担当した経験を持つ。

SDGs達成のための
重要な国際会議です。

ただいま勉強中！

みんなで法律を考える！

　世界中から裁判官、検事、弁護士、学者な
どの法律関係者や各国閣僚、国際機関、NGO

関係者などが参加するコングレス。期間中は刑
務所等の見学や、茶道や華道でのおもてなし、
寺院の訪問など日本文化を体験できる催しも
開催される。会議は国際交流の促進の一面も
担っている。 

日本文化のおもてなしを体験高校生や大学生も参加する

　開催に先立ち、4月13～15日には若者による「京都コ

ングレス・ユースフォーラム
」が行われる。日本と海外の

高校生・大学生など約200人が刑事司法の問題に
つ

いて議論を交わし、相互交
流を図る。「若い人たちが自

由な発想で意見を述べ合う
、熱気を肌で感じる場にな

ると思います」（柴田紀子さ
ん）。議論の成果は、コング

レス初日にユースの代表者
から発表される。

日本の知見を生かす

世界に広がる法整備
JICAはアジアを中心にアフリカでも法整備支援を行っている。国や地域に暮らす人々を守るため、
民事司法・刑事司法・知的財産権法・競争法・法案起草能力など協力分野は多岐にわたっている。

それに加えて、JICAの留学制度を利用して日本で法を学ぶ途上国の若者も多い。

1 権利を守る法や制度を作る

＊The Project for Human Resource Development Scholarship。当初はJapanese Grant Aid for Human Resource Development Scholarshipとしてい
た経緯があり、略称はJDS。
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